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研究成果の概要（和文）：英米圏の政治理論・哲学において1990年代初頭から中頃にかけて生じてきた「リベラ
ル・ナショナリズム論」について、それは一般的にグローバルな正義やコスモポリタン・デモクラシーに批判
的・懐疑的であり、グローバルな諸問題に対して解決策を示しうる規範理論たりえないという批判があった。だ
が本研究では、リベラル・ナショナリズムの議論の内在的かつ批判的な再検討を通じて、ナショナルな文化的文
脈の意義を重視する立場から、理論整合的に導き出されるグローバルな正義およびコスモポリタン・デモクラシ
ーの構想をつまびらかにすることを目的とした。

研究成果の概要（英文）：I focus on a theory of "liberal nationalism" which has emerged in the early 
1990s and in the mid-1990s in political theories and philosophies in Britain and the United States. 
Some argue that it is skeptical of global justice and cosmopolitan democracy, and cannot be a 
normative theory that could indicate a solution to global issues. However, in this research, I tried
 to clarify a conception of global justice and cosmopolitan democracy which is derived theoretically
 from the standpoint of emphasizing the significance of nationality through an intrinsic and 
critical review of the liberal nationalists’arguments.

研究分野：政治哲学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
一般的には、ネイションという個別的なものに依拠することは、ともすれば内向きであり排外主義を招くと批判
されがちである。しかしながら、本研究から、ナショナリティというものの理解を深めることによって、ネイシ
ョンを重視すること＝内向き排他的であり、普遍的なるものと対立するという理解は必ずしも妥当ではないこと
が明らかになるように思われる。ゆえに、ネイションに対する不毛な批判を避け、ネイションをある意味で引き
受けたうえでの社会・世界構想の提示するうえでの手がかりに本研究はなりうる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
英米圏の政治理論・哲学において 1990 年代初頭から中頃にかけて生じてきた「リベラル・ナ
ショナリズム論」はすでにある程度の理論的地位を獲得しているように思われる。しかしなが
ら、リベラル・ナショナリズム論についてはしばしば次のような批判が投げかけられてきた。
すなわち、それは一般的にグローバルな正義やコスモポリタン・デモクラシーに批判的・懐疑
的な議論であり、グローバルな諸問題に対して解決策を示しうる規範理論たりえないというも
のである。かかる批判はある程度当たっており、残念ながらリベラル・ナショナリズムの理論
家自身も、当座のところ、理論整合的な形でグローバルな正義や民主主義の構想を提示するに
至っていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
１．で述べた理論的背景を踏まえ、本研究では、そのようなリベラル・ナショナリズムの議論
をさらに一歩進め、リベラル・ナショナリズムの議論を内在的に批判的に再検討・再解釈する
作業を通じて、ネイションへの帰属意識やナショナルな文化的文脈の意義を重視する立場から、
理論整合的に導き出されるグローバルな正義およびコスモポリタン・デモクラシーの構想をつ
まびらかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
本研究を進めるにあたり、まずリベラル・ナショナリズム論について、とりわけそのネイショ
ン解釈について理解を深めるところから始めた。デイヴィッド・ミラー著『ナショナリティに
ついて』（On Nationality）やウィル・キムリッカ著『土着語の政治』（Politics in the Vernacular）
など主要なリベラル・ナショナリストの著作や論文について、とりわけネイションやナショナ
リティの解釈にまつわる部分を精読し、理解を深めた。そのうえで、グローバルな民主主義を
支持し、リベラル・ナショナリストを批判するいわゆる「コスモポリタン」の理論家の議論を
精読し、彼らのリベラル・ナショナリストからの批判を丁寧に吟味し、コスモポリタンからの
批判を回避しうる、あるいは、彼らの批判に十分に応えうるリベラル・ナショナリズムから導
出されるコスモポリタン・デモクラシーの構想を詳らかにしたい。また、グローバル正義論に
ついては、本研究の起点となるデイヴィッド・ミラー著『ネイションの責任とグローバルな責
任』（National Responsibility and Global Justice）およびその本を批判的に検討したデ・シュ
ッターとティンベルト編『ナショナリズムとグローバルな正義』（Nationalism and Global 
Justice）を再度精読し、特にミラーがグローバルな正義を論じる上でのキータームとして用い
ている人権概念の精緻化と明確化を図る。そのうえで、ミラーはリベラル・ナショナリズムの
立場からグローバルな正義を適切に論じることに成功しておらず、リベラル・ナショナリズム
を前提とするならば、グローバルな正義は抽象的な原理としての人権ではなく、なんらかの「感
情」に基礎づけられる必要があるという点を明らかにしたうえで、さらに、グローバルな正義
を動機づける「感情」を明らかにするために、リベラル・ナショナリストのネイション概念お
よびそれと正義構想との関係について基礎的な文献を改めて精読し、ナショナルな情緒的紐帯
の意義を再解釈しようと試みた。 
 
 
４．研究成果 
 
研究期間全体を通じて、ナショナリティという個別的な概念と、コスモポリタン・デモクラシ
ーやグローバル正義というある種の普遍性を志向する概念をどのように調和させるかというこ
とを規範的に検討してきた。リベラル・ナショナリズム論の要点を「動機の調達」にあるとし
た場合に、ナショナルな動機づけという個別的なものと、普遍的な概念とをさほど無理なく接
合できるということを、ネイション概念の再解釈を通して、ある程度は論じることができたの
ではないかと考える。しかしながら、研究開始当初の見込みとは異なり、十分に論じることが
できていない部分もまだ残されているため（とりわけコスモポリタン・デモクラシーの構想に
ついては深めることができなかったし、グローバル正義についてもその具体的な構想までを提
示するに至らなかった）、その点は今後の研究においてさらに深めていきたい。 
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